
 

 

 

  

 先週は雪が降り、自然との関わりを楽しんだ子どもたちは、普段の生活を楽しみながらも、２日後に控えたあ

りまっこステージ Part２を心待ちにしています。 

これまでうさぎ組では、「大きなかぶ」や「どうぞのいす」など、いろいろなお話遊びを楽しんできました。

その中でも子どもたちが特にお気に入りだったのが「ももたろう」でした☆今回の劇は『ももたろう（日本むか

しばなし 文絵：いもとようこ）』を基に少しだけアレンジを加えたうさぎ組 ver.になっています！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うさぎ組だより  
幼 

令 和 ６ 年 ２ 月 １ ５ 日  

中 央 区 立 有 馬 幼 稚 園 

うさぎ組担任  

あらすじ 

むかしむかしあるところに、桃から生まれたももたろうという子がいました。ももたろう
はおじいさんとおばあさんに大切に育てられ、心が優しくて正義感の強い子に育ちました。 
そんなある日のこと。鬼ヶ島の鬼が村にやってきて、宝を取って行ってしまったのです！ 

「これは大変！」と、ももたろうは船に乗って鬼ヶ島へ鬼退治に。きびだんごの良い匂いを
嗅いて引き寄せられたネコ、ウサギ、チーターも仲間になり、いざ鬼ヶ島へ。 
 「宝は返さない」という鬼に困ったみんなが思い付いた方法とは･･･？ 

『ももたろう』のストーリーができるまで 

絵本を読んだその日からももたろうごっこを楽しんでいた子どもたち。 

特に鬼退治の場面は大盛り上がり！動物になりきって鬼を引っ掻いたり噛

みついたり。「もう１回やりたい！」と、劇遊びを何度も繰り返し楽しむ中

で、「他の動物も出てくるのはどう？」と、キリンやゾウなど、自分がなり

たい動物を考えてなりきる姿も見られるようになりました。 

 一方で節分が近付いてくることを知り「大きな鬼を作りたい！」という

気持ちをもった子どもたちが好きな遊びの中で鬼を作りました。完成して

飾られた鬼を見て出た「この鬼をももたろうに使ったら良いんじゃない？」

というアイデアを受け、劇に使用することになりました。節分の行事を楽

しんだことで、劇の中の鬼退治の方法にも変化が。「鬼が嫌いな“○○”を

使おう！」と、自分たちの経験を劇遊びにも取り入れました。 

『ももたろう』 

日本むかしばなし 

文絵：いもとようこ 

ペープサートを使って 

人形劇ごっこ♪ 

★劇遊び 特別号★ 
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※順不同、敬称略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お願い☆ 
 学級懇談会でもお伝えした通り、ありまっこステージという行事のために練習するのではなく、普段子ども

たちが楽しんでいることの一端を、保護者の皆様に見ていただけるように進めてきました。また、劇遊びをする

中で、自分の表現を楽しむことはもちろん、同じ役の友達と声や動きを揃えようとしたり、相手役の友達と台詞

や動きでやりとりすることを楽しんだりする姿に成長を感じます。 

 一方で、“見られる”ということを意識するようになり、体育館という広い場で見られながら表現することに

緊張したり、恥じらう気持ちをもったりする姿も見られるようになりました。当日も、普段とは違った姿が見ら

れるかもしれませんが、温かく見守っていただけますと幸いです。 

演目終了後には、大きな拍手をお願いします！ 

大道具 

衣装作り 

ローラーで鬼作り 

教師が作る予定だった船にも「絵を

描きたい！」ということで急遽絵を描

くことに。意見を出し合い、テーマは

“果物とお花”に決まりました 

 絵の具を順番に譲り合いながら描

き、可愛らしい船が完成しました☆ 

動物の帽子は耳の形を自分で決め、

線を描いて切った後、糊で接着して作

りました。描いて切る経験をこれまで

たくさん繰り返してきた子どもたちに

とってはお手の物！丁寧に切ったり、

模様を描いたりする姿がありました。 

完成すると鏡で確認する姿も！ 
チーターの耳は 
丸？三角？ 

ここはりんご！ 

ももたろう 
 

ネコ 
  

ウサギ 
 

チーター 
 

配役 

劇の最後には学級のみんなで考えた替え歌も披露します♪ 


